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決算

総務費

27億 4,730万円 （15.0％）

衛生費 13億 396万円 （7.1％）

土木費 11億 7,719万円 （6.4％）

公債費
20億 7,726万円 （11.4％）

教育費 12億 6,045万円 （6.9％）

その他 4億 4,985万円 （2.2％）

消防費 8億 7,894万円 （4.8％）

民生費

84億 5,667万円 （46.2％）

子育て支援や福祉サービスに
使われるお金。臨時福祉給付
金の支給など

人口や税収などに応じて国から
配分されるお金。普通交付税
が前年度と比べ2,312万円減の
約47億円、特別交付税が1,102
万円減の約8億1,000万円

中学校の給食開始に伴う、配
膳室の整備や給食備品の購入

インフラ整備を行ったときなど
に借りるお金。建設事業の財源
確保や土地開発公社の解散に
伴う起債の発行

消防救急無線のデジタル化・高
機能消防指令センターの配備

御座ノ瀬・中ノ谷線バイパス事
業や都市公園安全安心対策な
どのインフラ整備

国庫支出金

37億 2,315万円 （19.7％）

市税

39億 6,834万円 （21.0％）

繰越金 ８億5,098万円 （4.5％）

繰入金 ５億8,150万円 （3.1％）

その他 ７億4,950万円 （3.9％）

地方交付税

55億 1,783万円 （29.2％）

県支出金 11億 5,651万円 （6.1％）

地方譲与税
１億844万円
（0.6％）

その他 ５億3,490万円 （2.8％）

市債
17億 1,725万円 （9.1％）

自
主
財
源

依
　存
　財
　源

一般会計歳出（183億272万円）一般会計歳入（189億840万円）

●�実質単年度収支…２億4,235万円の黒字。
　平成 21年度から６年連続で黒字。

●�市債…現在高は 149億 4,757 万円。
　平成 17年度から 10年連続で減少。

●�積立基金…残高は 36億 1,503 万円。
　平成 21年度から６年連続で増額。

を公表します

都市計画税（土地）
１億4,531万円
（3.7％）

たばこ税
３億4,335万円
（8.7％）

都市計画税（家屋）
１億5,933万円
（4.0％）

軽自動車税
8,449万円
（2.1％）

法人市民税
２億1,898万円
（5.5％）

固定資産税（償却資産）
１億1,844万円
（3.0％）

固定資産税（交付金）
3,725万円
（0.9％）

固定資産税（家屋）
８億2,464万円
（20.8％）

固定資産税（土地）
５億3,742万円
（13.5％）

個人市民税
14億 9,913万円
（37.8％）

前年の所得や所有する土地などに応
じて個人や法人が納める税金です。
26年度は、市民税が3,464万円の減、
固定資産税が1,959万円の減となっ
たことから、市税全体では、前年度
と比べ 5,562万円減少しました。

一般会計歳入の市税の内訳



3 Nakama City Public Relations

149億
4,757万円

151億
4,014万円

160億
7,511万円

170億
9,636万円

178億
2,430万円

181億
3,600万円

185億
9,621万円

36億
1,503万円

36億
493万円34億

6,923万円32億
7,803万円31億

5,903万円30億
473万円

30億
273万円

H20 H22 H23 H24 H25 H26H21 （年度）

基金 市債

基金・地方債残高の推移

健全化判断比率は、すべてが早期健全化基準未満となり、資金不足比
率も資金不足額が生じた公営企業会計はありませんでした。

健全化判断比率・資金不足比率

※（　）は早期健全化基準。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

赤字額なし（13.39） 赤字額なし（18.39） 15.0（25.0） 89.5（350.0）

（単位：％）■健全化判断比率

公営企業会計の
名称 病院事業会計 水道事業会計 公共下水道

事業特別会計

資金不足比率 不足額なし 不足額なし 不足額なし

（単位：％）    ■資金不足比率

特別会計の決算状況

会計名 歳入（万円） 歳出（万円）

特別会計国民健康保険事業

58 億 3,594

70 億 8,255

　　　　（単年度決算額）
　　　　（前年度繰上充用金）

（58 億 3,172）
（12 億 5,083）

住宅新築資金等特別会計

8,890

5 億 851

　　　　（単年度決算額）
　　　　（前年度繰上充用金）

（367）
（5 億 484）

地域下水道事業特別会計 8,885 8,771

公共下水道事業特別会計 21 億 4,743 21 億 4,330

公共用地先行取得特別会計 669 669

介護保険事業特別会計 46 億 5,240 45 億 9,000

　　保険事業勘定 46 億 370 45 億 4,546

　　サービス事業勘定 4,870 4,454

後期高齢者医療特別会計 7 億 4,354 7 億 2,689

※前年度繰上充用金とは、前年度の歳入不足額に対して翌年度の歳
入を繰り上げて充てることです。

（
内
訳
）

（
内
訳
）

Nakama City Public Relations

　一般会計の歳出決算額は183億 272 万円となりました。内
訳は、子育て支援や福祉サービスなどに使われる民生費が総額
の半分近くを占めています。総務費では世界遺産登録推進事業、
教育費では学校給食施設整備事業や学校空調機設置事業、消
防費では消防救急無線デジタル化事業などを実施しており、「子
育て支援」「地域活性化対策」などの重点施策や緊急性の高い
事業を積極的に推進しました。
　今後も「選択と集中」の原則に基づき、無駄をなくした効率的
な市政運営を行います。
　一般会計の歳入決算額は189 億 840万円となりました。市
税は前年度と比べ 5,562 万円減の39 億 6,834万円となりま
した。また、地方交付税についても国が配分する地方交付税の
総額が減額となったことなどから前年度と比べ 3,414万円減の
55億1,783万円となっており、主な収入がいずれも減額という
厳しい財政状況となっています。
　このような状況の中、平成 26 年度も市債の新規借り入れに
ついては必要最小限とし、市債残高の抑制に努めました。

■用語の解説■
◇普通会計
　一般会計、住宅新築資金等特別会計、地域下水道事業特別会計、
公共用地先行取得特別会計を合わせたものです。

◇実質単年度収支
　単年度収支に貯金の積立て取り崩しと借金の繰り上げ返済を加えた

「そうだったのか！」
財政課財政係　南部孝徳の学べる自治体の決算

５月末の出納閉鎖後、９月議会で承
認を受け公表される決算。そのうち、
最も身近な普通会計をクローズアップ
して解説します。

ものをいい、自治体の実質的な収支の状況を表す数値です。中間市で
は、この実質単年度収支が２億4,235万円の黒字決算となり、これは、
平成21年度から６年連続のことです。今後も、引き続きこの状況を継
続できるよう健全な財政運営が必要とされます。

◇積立基金
　家計でいう貯金のことで、長期的な展望を見据えて積み立てるもの
です。中間市では、基金の積立残高が、36億1,503万円となり、平成
21年度から６年連続で増額しました。厳しい財政状況ではありますが、
今年度も将来に向けた貯金額を増やすことが出来ました。

◇市債
　市債とは、市が借り入れる借金のことです。中間市の市債残高は、
10年連続で減少し、149億4,757万円となりました。今後はますます
節約を考えて、借金を減らす努力を続けていきます。
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中間市からのお知らせ ity newsC
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）の
全
国
一
斉
試

験
放
送
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
、
な
か
ま
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
無
線（
防
災
行
政
無
線
）

の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
が
流

れ
ま
す
が
、
実
際
の
緊
急
事
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
日

時　

11
月
25
日
水
・

午
前
11
時
ご
ろ

●
場

所　
市
内
全
域

●
放
送
内
容　
上
り
４
音
チ
ャ

イ
ム
～「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト

で
す
」×
３
回
～「
こ
ち
ら
は
、

防
災
中
間
で
す
」
～
下
り
４

音
チ
ャ
イ
ム

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）と
は
、
緊
急
地

震
速
報
、
武
力
攻
撃
な
ど
と
い

っ
た
対
処
に
時
間
的
余
裕
の
な

い
事
態
に
関
す
る
緊
急
情
報

を
、
消
防
庁
か
ら
人
工
衛
星
を

通
じ
て
、
市
区
町
村
の
防
災
行

政
無
線
を
自
動
起
動
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
に
瞬

時
に
情
報
を
お
伝
え
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

Ｊアラートの試験放送を行います
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

　

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す
。
児
童
虐
待
は

ど
こ
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。「
児

童
虐
待
で
は
？
」
と
感
じ
た
ら
す

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人

情
報
な
ど
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
先
・
受
付
時
間

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

※
年
中
無
休・24
時
間
受
付
で
す
。

○
宗
像
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
４
０（
３
７
）３
２
５
５

※
年
中
無
休・24
時
間
受
付
で
す
。

○
こ
ど
も
未
来
課
家
庭
児
童
相

談
係

※
平
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
受
付
で
す
。

　

子
育
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
姿

を
見
守
り
、
可
能
性
を
発
揮
し

成
長
す
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
11
月
27
日
金
・

　
午
前
10
時
～
11
時
50
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
テ
ー
マ　
よ
り
よ
い
親
子

関
係
に
な
る
た
め
の
発
達
心

理
学
的
視
点
～
コ
ツ
を
踏
ま

え
た
関
わ
り
方
～

●
講

師　
坂
田
和
子
さ
ん

　
（
福
岡
女
学
院
大
学
准
教
授
）

●
参
加
料　
無
料

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

もしかして　あなたが救う　小さな手
●問合先　こども未来課　☎（２４６）３５１５

「マイナンバー」を知ろう Vol.4

10
月
５
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

次
の
よ
う
な
通
知
カ
ー
ド
が
11

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
お
手
元

に
届
く
予
定
で
す
。世
帯
ご
と
に「
転

送
不
要
の
簡
易
書
留
」
で
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
10
月
５
日
以
降
に
引
っ

越
し
を
し
た
人
は
市
役
所
に
返
戻
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
引
っ
越
し

を
し
て
、
11
月
に
な
っ
て
も
手
元
に

通
知
カ
ー
ド
が
届
か
な
い
場
合
は
次

の
点
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
内
か
ら
市
内
に
引
っ
越
し
た
人

　
市
役
所
に
戻
っ
て
き
た
通
知
カ
ー

ド
を
再
度
送
付
し
ま
す
。
こ
の
と
き

も
転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
送
付

し
ま
す
の
で
、
郵
便
局
か
ら
の
不
在

通
知
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

●
中
間
市
か
ら
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
人

　
中
間
市
に
家
族
が
い
る
人
は
、
自

分
の
通
知
カ
ー
ド
を
家
族
か
ら
送
っ

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
中
間
市
に

家
族
が
い
な
い
人
は
、
新
し
い
住
所

地
の
役
所（
役
場
）で
再
交
付
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
末
ま
で

は
無
料
で
す
が
、
以
後
は
手
数
料
が

必
要
で
す
。
早
め
に
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
他
の
市
町
村
か
ら
中
間
市
に
転

入
し
た
人

　
前
の
住
所
に
家
族
が
い
る
人
は
、

自
分
の
通
知
カ
ー
ド
を
送
っ
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
、
中
間
市

役
所
で
新
し
い
住
所
を
通
知
カ
ー
ド

の
裏
面
に
記
入
し
ま
す
の
で
、
市
民

課
窓
口
に
通
知
カ
ー
ド
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。
前
の
住
所
に
家
族
が

い
な
い
人
は
、
市
民
課
で
再
交
付
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
末

ま
で
は
無
料
で
す
が
、
以
後
は
手
数

料
が
必
要
で
す
。
早
め
に
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
再
交
付
の
際
に
必
要
な
も
の

Ａ　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
在
留

カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
１
点

Ｂ　
Ａ
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
健

康
保
険
証
、年
金
手
帳
、社
員
証
、

学
生
証
、
学
校
が
発
行
し
た
在

学
証
明
書
、
預
金
通
帳
な
ど
市

長
が
適
当
と
認
め
る
書
類
の
う

ち
２
点

※
氏
名
と
生
年
月
日
ま
た
は
住
所

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り

ま
す
。
ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、

本
人
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
、

委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

4広報なかま 11 月 10 日号
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

※ノーマライゼーションとは、「障がい者も健常者もすべての人が一緒に暮
らせる社会が当たり前だ」という考え方のことです。

認知症になっても安心④
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

　
「
ず
い
ず
い　

ず
い
っ
こ
ろ
ば

し　

ご
ま
み
そ
ず
い
」「
通
り
ゃ

ん
せ　
通
り
ゃ
ん
せ
」

　

手
拍
子
を
し
た
り
、
口
ず
さ

ん
だ
り
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

入
居
者
の
み
な
さ
ん
を
前
に
、
ギ

タ
ー
を
片
手
に
弾
き
語
り
を
し

て
い
る
の
は
西
嶋
貴
徳
さ
ん
。
仕

事
の
合
間
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
西
嶋
さ
ん
は

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
世
代
で
、
子
ど

も
の
こ
ろ
の
夢
は
作
曲
家
に
な
る

こ
と
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
弾
き
語

り
し
た
楽
曲
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
動
画
配
信
す
る
な
ど
、
大
の

音
楽
好
き
。
実
母
の
介
護
者
で

も
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
で
会
話
が
困
難
な
母

親
が
、
童
謡
を
聴
く
と
喜
ぶ
様

子
を
見
て
、
自
ら
が
歌
っ
た
童

謡
を
100
曲
以
上
録
音
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
母
と
縁
が
あ
る
施
設

な
ど
に
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
提
供

し
た
の
が
今
の
活
動
の
き
っ
か
け

な
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
「
著
作
権
が
切
れ
た
曲
を
集
め

た
ら
、
童
謡
な
ど
の
古
い
曲
に
な

っ
た
ん
で
す
。
古
い
曲
は
高
齢
者

に
喜
ば
れ
る
。
童
謡
は
ず
っ
と
昔

に
覚
え
た
歌
な
の
で
、
忘
れ
な
い

ん
で
す
よ
。
シ
ン
プ
ル
な
歌
は
高

齢
者
の
心
に
届
く
。
先
日
弾
き

語
り
を
し
て
い
て
驚
い
た
の
が
、

認
知
症
を
患
っ
て
い
る
高
齢
者
が

知
ら
な
い
曲
で
も
鼻
歌
を
歌
っ
て

覚
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
学
習
し
よ
う
と

別
の
脳
が
働
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
歌
が
生
き
る
力
を
与
え

る
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
ま
し

た
。
音
楽
療
法
と
言
わ
ず
と
も
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
い

い
ん
で
す
」
と
西
嶋
さ
ん
は
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
人
に
合
っ
た
音
楽
は
気

持
ち
が
落
ち
着
く
な
ど
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
あ
る
ほ
か
、

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
回
想

法
の
よ
う
に
脳
が
活
性
化
し
た

り
、
ス
ト
レ
ス
が
和
ら
い
だ
り

と
、
心
身
に
良
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
認
知
症
の
人
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
場
を
共
有
す
る
人
も
、

心
身
が
健
康
に
な
る
ひ
と
時
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
家

族
や
地
域
の
人
も
共
に
参
加
し

て
楽
し
め
る
会
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
音
楽
に
限
ら
ず
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
開
か
れ
れ
ば
、
そ
の
人

が
望
む
活
動
に
参
加
で
き
、
心

身
機
能
の
低
下
を
予
防
し
た
り
、

安
心
し
て
共
に
過
ご
せ
る
仲
間

が
で
き
た
り
、
地
域
の
人
と
の

つ
な
が
り
が
保
て
、
特
別
に
「
認

知
症
の
人
の
た
め
に
」
と
言
わ

な
く
て
も
誰
に
と
っ
て
も
健
や

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
友
だ
ち
と
一
緒
に
、

成
人
の
お
祝
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

１
月
10
日
日
・

正
午
～（
受
付
は
午
前
10
時

30
分
～
）

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
午
前
11

時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

平
成
７
年
４
月

２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

●
注
意
事
項

○
12
月
中
旬
に
本
人
宛
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
す
。
案
内
状

が
「
受
付
・
記
念
品
引
換
券
」

に
な
り
ま
す
。
当
日
、
必
ず

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

○
市
外
転
出
者
で
成
人
式
に
参

加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
本

人
か
家
族
が
中
央
公
民
館
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
当
日
は
、
託
児
が
あ
り
ま
す

平成 28 年中間市成人式を行います
●問合先　中央公民館　☎（２４６）２３２１

■
テ
ー
マ　
「
障
害
者
虐
待
防

止
法
」

　

こ
の
法
律
は
、
平
成
24
年
10

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
虐
待
の

防
止
、
早
期
発
見
、
虐
待
を
受

け
た
人
に
対
す
る
保
護
や
自
立

の
支
援
、
養
護
者
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
障

が
い
が
あ
る
人
の
権
利
利
益
を

擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
は

そ
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で

あ
り
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

虐
待
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
、
本
人
が
気
付
か
な

い
う
ち
に
虐
待
を
し
て
い
る
、

ま
た
は
受
け
て
い
る
可
能
性
も

大
い
に
あ
り
ま
す
。

　

福
祉
支
援
課
障
が
い
者
福
祉

係
に
「
中
間
市
障
が
い
者
虐
待

防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
障
が
い
者
へ
の

虐
待
を
発
見
し
た
と
き
は
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
虐
待
と
は
…
養
護
者（
家
族
）、

福
祉
施
設
従
事
者（
支
援
者
）、

使
用
者（
事
業
主
）か
ら
の
、
身

体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
心
理

的
虐
待
、
放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ

ク
ト
）、
経
済
的
虐
待
な
ど
の
こ

と
で
す
。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care
子
ど
も
の
突
然
死
を
な
く
そ
う

　

11
月
は
「
乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

　

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
）は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ

た
あ
か
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息

で
は
な
く
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然

死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

　

日
本
で
の
発
症
頻
度
は
、
出
生

６
、０
０
０
～
７
、０
０
０
人
に
１

人
と
推
定
さ
れ
、
生
後
２
～
６
か

月
に
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

症
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
平
成
23
年
に
は
全
国
で
148
人

の
あ
か
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病
気
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
原
因
は
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
男
児
や
早

産
児
、
低
出
生
体
重
児
、
冬
季
、

早
朝
か
ら
午
前
中
の
時
間
帯
、
う

つ
ぶ
せ
寝
、
両
親
の
喫
煙
、
人
工

栄
養
児
に
多
い
こ
と
が
、
研
究
で

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
育
児
習
慣
な
ど
に

留
意
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

発
症
リ
ス
ク
の
低
減
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
直
接
の
原

因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要

以
上
に
不
安
に
思
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
子
育
て
を
再

確
認
し
て
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち

で
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
を
予
防

す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

●
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

　

母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
あ
か

ち
ゃ
ん
は
、
人
工
乳（
粉
ミ
ル
ク
）

で
育
て
ら
れ
て
い
る
あ
か
ち
ゃ
ん

に
比
べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が

低
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
か

ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
飲
み
、
体
重
が

順
調
に
増
え
て
い
る
な
ら
、
で
き

る
だ
け
母
乳
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

●
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る

　

う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
た
と
き
の

方
が
、
あ
お
む
け
寝
の
場
合
に
比

べ
て
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
が
高
い

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
ぶ

せ
寝
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医
学

上
の
理
由
で
う
つ
ぶ
せ
寝
を
す
す

め
ら
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、
あ

か
ち
ゃ
ん
の
顔
が
見
え
る
あ
お
む

け
に
寝
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
な
る
べ
く
あ
か
ち
ゃ

ん
を
１
人
に
し
な
い
こ
と
や
、
寝

か
せ
方
に
対
す
る
配
慮
を
す
る
こ

と
は
、
窒
息
や
誤
飲
、
け
が
な
ど

の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

●
た
ば
こ
は
や
め
る

　

た
ば
こ
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
生
の

大
き
な
危
険
因
子
で
す
。
平
成
９

年
度
の
研
究
で
は
、
両
親
が
喫
煙

す
る
場
合
は
、
両
親
が
喫
煙
し
な

い
場
合
と
比
べ
約
4.7
倍
も
Ｓ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
の
発
症
率
が
高
い
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
妊
娠
中
の
喫
煙
は
、

お
な
か
の
あ
か
ち
ゃ
ん
の
体
重
が

増
え
に
く
く
な
り
、
呼
吸
中
枢
に

も
よ
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

妊
婦
自
身
の
喫
煙
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
妊
婦
や
あ
か
ち
ゃ
ん
の
そ

ば
で
の
喫
煙
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
は
身
近
な
人
の
理
解
も
大

切
で
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
喫
煙

者
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

エネルギー：346㎉
食塩：1.1ｇ

①�春菊は葉を摘む。長ネギは６㎝長さのせ
ん切りにし、水にさらしてザルに上げ、
水気を切る。
②�ボウルに①を入れ、Ａで和える。
③�フライパンに油を熱し、豚肉を炒める。
肉に火が通ったら、Ｂをからめる。

④器に盛ってごまを振り、②を添える。

豚肉のごま炒め

豚こま切れ肉…280g、白いり
ごま…大さじ１、サラダ油…大さじ
１／２、付け合せ（春菊…１束、長
ネギ…１／２本）、Ａ（ごま油…大
さじ１、塩…１g）、Ｂ（白すり
ごま…大さじ１、一味唐辛子…
少々、酒…大さじ２、砂糖…大
さじ１、しょうゆ…大さじ１）

材料（４人分） 作り方
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

150 万円支払ったのに
壊れた屋根の修理が未着工

平成27年度のもえるごみの搬入量は、対26年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

27 年度 26 年度 前年当月比 増減率

９月 973,710㎏ 924,810㎏ 48,900㎏ 5.3％

累計 5,752,310㎏ 5,854,990㎏ △ 102,680㎏ △ 1.8％

生
ご
み
処
理
機
で
ご
み
を

減
ら
そ
う

　

平
成
26
年
度
に
中
間
市
か
ら
出

た
ご
み
は
、
お
よ
そ
２
万
ｔ
。
こ
の

う
ち
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
再
資
源

化
さ
れ
た
ご
み
は
約
800
ｔ
で
、
残
り

は
焼
却
・
埋
立
処
理
さ
れ
た
ご
み
で

す
。
ご
み
の
お
よ
そ
90
％
を
占
め
る

燃
え
る
ご
み
の
う
ち
、
各
家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
る
生
ご
み
が
多
く
の
割

合
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
ご

み
の
減
量
が
中
間
市
全
体
の
ご
み
減

量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

で
き
る
こ
と

■
で
き
る
だ
け
水
を
切
る

　

生
ご
み
の
大
部
分
は
水
分
で
す
。

水
分
を
し
っ
か
り
切
る
だ
け
で
、
大

幅
に
重
さ
を
減
ら
せ
る
ば
か
り
か
、

悪
臭
の
発
生
も
防
げ
ま
す
。
ま
た
、

水
分
量
が
多
い
と
、
ご
み
袋
が
重

く
な
る
た
め
に
収
集
に
手
間
取
り

運
搬
効
率
が
落
ち
、
焼
却
に
も
時

間
が
か
か
る
た
め
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
量
が
増
え
ま
す
。

■
無
駄
な
く
食
材
を
つ
か
う

　

食
材
は
食
べ
切
れ
る
分
を
買
い
、

余
っ
た
も
の
は
捨
て
ず
に
冷
凍
す

る
な
ど
し
て
無
駄
な
く
食
べ
ま
し

ょ
う
。
無
農
薬・減
農
薬
の
野
菜
は
、

よ
く
水
洗
い
す
れ
ば
、
栄
養
価
が

高
い
皮
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

■
生
ご
み
と
し
て
出
さ
な
い

　

中
間
市
で
は
、
生
ご
み
を
堆た

い
ひ肥

化
で
き
る
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

は
、初
心
者
向
け・経
験
者
向
け
に
、

上
手
に
堆
肥
を
作
る
た
め
の
利
用

講
座
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
環

境
保
全
課
の
窓
口
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
事
例　

　

台
風
で
屋
根
が
壊
れ
た
の
で
、

電
話
帳
で
見
つ
け
た
業
者
へ
修

理
を
依
頼
し
た
。
業
者
は
す
ぐ

に
来
て
、
屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
掛
け
る
応
急
処
置
を
行
っ

た
。
そ
の
際
「
瓦
の
ま
ま
で
は

重
い
の
で
新
し
い
屋
根
に
し
た

ほ
う
が
良
い
」
と
言
わ
れ
、
費

用
の
半
額
で
あ
る
150
万
円
を
振

り
込
ん
だ
が
、
４
か
月
経
っ
て

も
工
事
が
始
ま
ら
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
災
害
に
よ
る
被
害
で
、
住
宅
の

修
理
な
ど
が
必
要
な
場
合
で
も
、

慌
て
ず
に
複
数
の
業
者
か
ら
見

積
も
り
を
取
っ
た
り
、
周
囲
に
相

談
し
た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
の
損
傷
に
つ
い
て
、
業
者

に
不
安
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
、

本
当
に
そ
の
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
る
か
ど
う
か
、
慎
重
に
検

討
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
額

な
費
用
の
前
払
い
は
避
け
、
で

き
る
だ
け
完
成
後
の
支
払
い
を

主
と
し
た
契
約
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
や
、
大
雪
・
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
が
起
き
た
後
は
、

住
宅
修
理
や
便
乗
商
法
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
業
者
か
ら
「
古
く
な
っ

た
と
こ
ろ
も
先
日
の
台
風
の
せ

い
に
し
て
、
保
険
金
を
請
求
し

ま
し
ょ
う
」
と
持
ち
か
け
ら
れ

契
約
す
る
と
、
保
険
金
詐
欺
に

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
会
社
の
調
査
で

「
老
朽
化
に
よ
る
損
害
は
保
険

の
支
払
い
対
象
外
で
す
」
と
言

わ
れ
た
場
合
、
実
費
負
担
が
あ

り
ま
す
。
解
除
を
申
し
出
る
と
、

請
負
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場

合
、
高
額
な
違
約
金
の
請
求
が

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

種類
ダンボール
コンポスト

ＥＭ菌使用 堆肥製造 電動

助成額
購入金額の
１/２
（1,000円）

1個につき
1,000円
※�1 , 000円
未満は全額

購入金額の
１/２
（3,000円）

購入金額の
２割
（20,000円）

助成数
１世帯につき
年間４個まで

１世帯につき
２個

１世帯につき１基

■生ごみ処理機の助成（カッコ内は上限額）
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よくわかる
医療講座

98
No

今月のテーマ

中間市立病院☎（２４５）０９８１

　

上
肢
の
骨
折
で
頻
度
が
高
い
も

の
は
、
橈と

う
こ
つ
え
ん
い
た
ん

骨
遠
位
端
骨
折 

と
言
わ

れ
る
手
首
の
骨
折
で
す
。
前
腕（
肘

か
ら
手
首
に
か
け
て
）に
は
、
橈

骨
お
よ
び
尺し

ゃ
っ
こ
つ骨
と
い
わ
れ
る
細
長

い
２
本
の
骨
が
あ
り
、
手
首
付
近

で
は
親
指
側
に
橈
骨
が
、
小
指
側

に
尺
骨
が
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
親
指
側
に
あ
る
橈
骨
が
手
首
付

近
で
骨
折
し
た
場
合
に
、
橈
骨
遠

位
端
骨
折
と
い
わ
れ
ま
す
。
転
倒

し
た
際
に
手
を
付
い
て
受
傷
す
る

こ
と
が
多
く
、
特
に
高
齢
の
女
性

に
多
い
骨
折
で
す
。

　

診
断
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
い
ま
す
が
、

骨
折
が
あ
る
場
合
は
、
骨
折
が
な

い
手
関
節
捻ね

ん

ざ挫
に
比
べ
て
腫
れ
や

皮
下
出
血（
青
あ
ざ
）の
程
度
が
強

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
症
状

も
診
断
に
は
有
用
で
す
。

　

治
療
は
、
年
齢
や
職
業
な
ど
に

も
よ
り
ま
す
が
、
骨
折
部
で
の
骨

の
ず
れ
が
小
さ
け
れ
ば
ギ
プ
ス
な

ど
を
使
用
し
た
固
定
を
行
い
骨
折

部
が
治
癒
す
る
ま
で
経
過
を
見
ま

す
が
、
骨
折
部
の
ず
れ
が
大
き
い

場
合
な
ど
に
は
早
期
の
手
術
治
療

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
肢
の
骨
折
で
頻
度
が
高
い
も

の
は
、
足そ

っ
か
ん
せ
つ
が
い
か

関
節
外
果
骨
折
と
い
わ

れ
る
足
首
の
外
く
る
ぶ
し
の
骨
折

で
す
。
階
段
や
段
差
な
ど
で
足
を

内
側
に
ひ
ね
り
受
傷
す
る
こ
と
が

多
い
骨
折
で
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
で
は
ジ
ャ
ン
プ
後
の
着
地
の
際

に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
ジ

ャ
ン
プ
動
作
の
多
い
競
技
を
す
る

場
合
に
は
ス
ポ
ー
ツ
用
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
着
用
す
る
な
ど
の
予
防
が

大
切
で
す
。

　

診
断
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

が
必
須
で
す
が
、
骨
折
が
あ
る
場

合
は
捻
挫
に
比
べ
て
腫
れ
や
皮
下

出
血
の
程
度
が
強
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
の
で
、
症
状
も
診
断
に
は
有

用
で
す
。

　

治
療
は
、
こ
ち
ら
も
年
齢
な
ど

に
よ
り
ま
す
が
、
骨
折
部
で
の
骨

の
ず
れ
が
小
さ
け
れ
ば
ギ
プ
ス
固

定
な
ど
で
治
療
を
し
、
骨
折
部
の

ず
れ
が
大
き
い
場
合
な
ど
に
は
手

術
治
療
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
捻
挫
の
場
合
で

も
症
状
に
応
じ
て
一
定
期
間 

（
２

～
４
週
間
）サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を

使
用
し
た
安
静
お
よ
び
固
定
を
行

っ
た
ほ
う
が
症
状
の
回
復
が
早
い

場
合
が
多
く
、
今
後
の
捻
挫
の
し

易
さ
に
も
関
係
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

関
節
の
骨
折
や
捻
挫
は
、
動
か

す
部
位
で
の
怪
我
で
す
の
で
、
適

切
に
治
療
し
た
場
合
で
も
関
節
の

痛
み
や
動
か
し
に
く
さ
が
残
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

早
期
に
診
断
お
よ
び
治
療
を
行
っ

た
ほ
う
が
関
節
の
痛
み
や
動
か
し

に
く
さ
が
残
り
に
く
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
症
状

が
あ
り
ま
し
た
ら
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

四肢の骨折
産業医科大学整形外科

元嶋 尉士 医師

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り ●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　11 月 16 日月、24 日火、
　25 日水、30 日月、12 月 7日月
●住 所　蓮花寺三丁目１- ２

☎（２４５）４６６４

図書館マスコットキャラクター
「よむむしくん」

中間市民図書館

　UV レジンを使ってアクセサリー
を作ります。11 月 10 日火から窓口
または電話で受け付けを開始します。
●�日 時　11 月 22 日日・午

後２時～４時
●材 料 費　500 円
●定 員　20人

　「群読」をテーマに全員で１つの作
品を読みます。初めての人も参加、見
学できますが、申し込みが必要です。
●�日 時　11 月 22 日日・午

前 10 時～正午

おとなの工作教室

朗読ライブラリー第７回

芸術がわからなくても美術館が
すごく楽しくなる本　藤田令伊・著
美術館のカフェに座ると「人生の景色」
が見えてくる。美術館という素敵な箱
を通して、自分の感性やものの見方を
磨く方法を探る本。

はなちゃんのみそ汁
魚戸おさむ・文・絵
がんで、残り少ない命を覚悟した母が娘
に伝えたのは、ひとりで生きていける力。
自らの死後を考え、闘病中に娘に料理を
教えた母の姿を記した手記を絵本化。

この記事に関するご相談は、
市立病院にお問い合わせください

おはなし会
○�ほっとブックなかま…11月21日土・午前

11時～正午
○�図書館員…12 月５日土・午前 11 時～ 11

時 30 分

●日 時　12月 12日土・午前 11 時～正午
●定 員　30人
●�応募方法　11 月 14 日土から窓口または電
話で受け付けを開始します

北九州演芸クラブ年忘れ落語会
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私
は
、
１
年
生
の
２
学
期
の
途

中
か
ら
一
緒
に
学
校
ま
で
自
転
車

で
通
っ
て
い
た
友
達
が
あ
る
日
突

然
学
校
に
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
来
な
く
な
っ
た
の
か
と

言
う
と
ク
ラ
ス
の
女
子
か
ら
の
陰

口
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
体
育
で

着
替
え
る
時
な
ど
に
、
友
だ
ち
の

悪
口
を
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て

い
た
ら
聞
い
て
い
る
私
ま
で
そ
の

場
に
居
た
く
な
く
な
っ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。

　

な
の
で
、
私
は
毎
日
学
校
に
行

く
時
友
達
の
家
ま
で
行
き
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
本
人
が
出
て
こ
な
く

て
お
家
の
方
が「
ご
め
ん
ね
」や「
あ

り
が
と
う
」
な
ど
と
申
し
訳
な
さ

そ
う
に
言
っ
て
い
て
お
家
の
方
も
子

供
に
は
、
や
っ
ぱ
り
学
校
に
元
気

で
行
っ
て
欲
し
い
だ
ろ
う
し
、
傷
つ

い
て
い
る
姿
は
見
た
く
な
い
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
私
に
出
来
る
事
は
毎
日

家
ま
で
行
っ
て
学
校
に
行
こ
う
と

言
う
事
や
、
メ
ー
ル
で
相
談
に
乗

る
事
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
が
毎
日
家
に
通
っ

て
い
る
事
を
知
っ
た
先
生
が
、「
ま

た
、
家
に
行
っ
て
あ
げ
て
ね
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
本
当
は
、
諦
め

て
も
う
行
く
の
は
や
め
よ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
時
に
言
わ
れ
た
一
言

だ
っ
た
の
で
ま
だ
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
私
が
小
学
校
５
年
生
の

時
今
は
仲
が
良
い
友
達
に
傷
つ
け

る
よ
う
な
事
を
言
っ
て
い
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
友

達
も
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ

の
話
し
合
い
で
も
の
す
ご
く
泣
き

ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
ど

れ
だ
け
友
達
を
傷
つ
け
て
い
た
の

か
知
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
日
は
、
一
緒
に
そ
の
友
達

と
話
し
合
い
に
居
た
友
達
と
帰
り

ま
し
た
。

　
後
日
、
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
友
達

に
手
紙
を
書
い
て
渡
し
ま
し
た
。
す

る
と
友
達
は
、
気
持
ち
が
知
れ
て
良

か
っ
た
と
返
事
を
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
が
あ
っ
た
か
ら
毎
日
家

に
行
っ
た
り
、
相
談
に
乗
れ
た
り

出
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
今
考

え
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
陰
口
を
言
わ
れ
て
い

た
友
達
も
言
っ
て
い
た
友
達
も
仲

よ
く
な
り
、
休
ん
で
い
た
時
期
の

勉
強
も
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
つ
の
問
題
が
解
決
す

る
と
ま
た
問
題
が
出
て
く
る
の
が

今
の
世
の
中
の
現
状
で
す
。
そ
の

問
題
も
ま
た
一
つ
ず
つ
で
い
い
か
ら

解
決
し
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
勉
強
で
も
、
問
題
が
分
か

ら
な
く
て
解
決
出
来
た
時
も
同
じ

で
ま
た
分
か
ら
な
い
問
題
が
出
て

き
て
も
、
一
つ
ず
つ
で
も
い
い
か
ら

解
け
る
と
自
分
の
夢
に
一
歩
近
付

け
た
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
生
活
の
中
で
傷

つ
い
て
い
る
人
が
居
た
ら
そ
の
人
の

手
助
け
が
出
来
る
人
間
に
な
っ
て

生
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
し
、
世
の

中
の
問
題
も
解
決
出
来
て
い
く
と
、

ま
た
楽
し
く
て
明
る
い
未
来
が
き

っ
と
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前８時30

分〜午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

人権標語
無意識の　チクチク言葉も　いじめだよ
 　　中間東小学校５年 石田　青流さん

人と人　大切なのは　思いやり
 　　中間北中学校２年 大橋　愛美さん

友達は　楽しい居場所　くれるんだ
 　　中間東中学校２年 山下　唯里弥さん

平成 25 年度小・中学校人権作文から

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　12月９日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　12月５日土、18日金・午後３時

〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　12月５日土、18日金、24日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

私たちが感じた人権問題
「自分に出来ること」

黒木 舞さん
（中間中学校卒業）
平成26年度小・中学校人権作文から
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「
両
親
学
級
」で
学
ぼ
う

　

妊
娠
中
を
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た

め
に
、楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
12
月
13
日
日
・
午

前
10
時
～
正
午（
受
付
は
９
時

30
分
～
）

●
内

容　
助
産
師
に
よ
る
子
育

て
講
話
、
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

入
れ
の
実
習

●
申
込
方
法　
12
月
８
日
火
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

●
持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

「
オ
カ
リ
ナ
教
室
」
入
門
編

　

オ
カ
リ
ナ
は
、
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
、
や
さ
し
い
音
色
で
聴
く

人
の
心
を
癒
し
ま
す
。
オ
カ
リ
ナ
の

素
朴
な
音
色
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
平
成
28
年
１
月
21

日
、２
月
４
日
、18
日
、３
月
３
日
、

17
日（
す
べ
て
木
曜
日
）

●
時

間　
午
前
10
時
～
正
午

●
定

員　
20
人

●
申
込
締
切　
11
月
20
日
金
・
抽
選

※
オ
カ
リ
ナ
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。
受
講
決
定
後
に
購
入

希
望
者
の
受
付
を
し
ま
す（
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
製
・
３
、２
４
０
円
）。

●
申
込
方
法　

窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
往
復
は
が
き
の
い
ず

れ
か
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

※
窓
口
で
申
し
込
む
場
合
は
、
は
が

き
を
１
枚
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
中
央

公
民
館（
〒
809
‐
０
０
２
３　

蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
１
）

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…

　

kouminkan@city.nakama.lg.jp

プ
ラ
ス
１
皿（
70
ｇ
）の

野
菜
料
理
を
食
卓
に

　

中
間
市
食
生
活
改
善
推
進
会
で

は
、「
プ
ラ
ス
１
皿（
70
ｇ
）の
野
菜

料
理
を
食
卓
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

今
年
は
「
減
塩
」を
加
え
て
調
理
実

習
を
行
い
ま
す
。
季
節
の
野
菜
を

使
っ
た
調
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

栄
養
士
に
よ
る
講
話
も
あ
り
ま
す
。

●
日

時　
12
月
２
日
水
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
参
加
料　
500
円（
材
料
費
）

●
定

員　
15
人
・
先
着
順

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
、
み
そ
汁（
あ

れ
ば
）・
筆
記
用
具

●
申
込
締
切　
11
月
24
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

地
域
福
祉
の
検
討
委
員

を
募
集
し
ま
す

　

中
間
市
地
域
福
祉
計
画
と
中
間

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
進
行
管

理
を
行
う
た
め
、
推
進
委
員
会
を

設
置
し
ま
す
。
広
く
市
民
の
意
見

を
聴
き
、
計
画
の
参
考
に
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

〇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

〇
平
日
の
日
中
に
参
加
可
能
な
人

（
全
３
回
の
会
議
を
予
定
）

●
任

期　
12
月
～
平
成
28
年

３
月

●
報

酬　
３
、０
０
０
円（
１
回
）

●
募
集
人
員　
１
人
程
度

●
応
募
締
切　
11
月
30
日
月

●
応
募
方
法　
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
連
絡
先
、
応
募
動
機（
400
～

800
字
）を
記
入
し
て
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
選
考
結
果
は
通
知
し
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
先　
福
祉
支
援
課

（
〒
809
‐
８
５
０
１　

中
間
一
丁
目
１
‐
１
）

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
０

「
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」で

気
分
転
換
し
ま
せ
ん
か

　
子
ど
も
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
11
月
26
日
木
・
午

前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
対

象　

１
歳
６
か
月
～
４

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
定

員　
20
組
程
度

●
参
加
料　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
バ
ス
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
運
動
の
出
来
る

服
と
靴（
ジ
ー
ン
ズ
、
ボ
タ
ン
の

あ
る
服
は
不
可
）

※
参
加
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会

場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

「
花
が
見
え
る
中
間
市
づ

く
り
作
戦
」

　

中
間
市
を
花
い
っ
ぱ
い
に
す
る

会
で
は
、
花
で
ま
ち
を
潤
し
た
い

と
特
製
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
花

を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
貸
出
期
間　
11
月
18
日
水
～
平

成
28
年
５
月
31
日
火

●
貸
出
対
象　
自
宅
敷
地
内
で
市
民

の
目
に
ふ
れ
る
場
所
に
置
け
る
人

●
貸
出
数　
40
台
・
先
着
順

※
１
家
族
２
台
ま
で
で
す
。

●
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
11
月
17
日
火

●
貸
出
方
法　
11
月
18
日
水
～
20

日
金
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
に
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

「
離
乳
食
教
室
」

　

栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
の
講
話

と
試
食
を
行
い
ま
す
。
講
話
は
、
離

乳
食
前
期
～
後
期（
生
後
５
か
月
～

１
歳
３
か
月
ご
ろ
）に
つ
い
て
で
す
。

教
室
参
加
中
は
保
育
を
行
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
８
日
火
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分（
受
付
は

９
時
30
分
～
）

●
申
込
方
法　

12
月
１
日
火
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
も
飼
っ
て
い

な
い
人
も
犬
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日

時　
11
月
21
日
土
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時

●
定

員　
20
人
程
度
・
先
着
順

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

○中間市ホームページ URL…http://www.city.nakama.lg.jp/

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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図
書
館
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
よ
う

　

特
集
展
示

　
「
郷
土
の
名
優 
高
倉
健
」

　

中
間
市
出
身
の
名
優　

高
倉
健

さ
ん
の
一
周
忌
の
追
悼
を
込
め
て
、

関
連
連
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
期

間　
11
月
20
日
金
～
29
日
日

　

高
倉
健
主
演
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会　

　
「
刑
事
」

●
日

時　
11
月
28
日
土
・
午

後
２
時
～
３
時
30
分

●
定

員　
30
人

　

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
づ
く
り

　

す
み
れ
の
会
を
迎
え
、
折
り
紙

を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

●
日

時　
12
月
５
日
土
・
午

後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
定

員　
20
人

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
11
月
14
日
土
の
午

前
９
時
30
分
か
ら
窓
口
ま
た
は
電

話
で
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

給
付
金
の
申
請
締
切
ま
で

あ
と
わ
ず
か
で
す

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
と

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
思
わ
れ

る
人
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
給
資
格
が
失
わ

れ
ま
す
。
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

対
象
の
公
務
員
は
、
職
場
か
ら
申

請
書
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
申
請
締
切

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

…
12
月
10
日
木

○
臨
時
福
祉
給
付
金
…
12
月
31
日
木

※
ど
ち
ら
も
消
印
有
効
で
す
。

●
問
合
先

○
子
育
て
世
帯
特
例
給
付
金
…
こ

ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

○
臨
時
福
祉
給
付
金
…
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
８

中
間
市
暴
力
追
放
市
民
集
会
・
中
間

市
防
犯
大
会
を
合
同
開
催
し
ま
す

　

あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
追
放
し
、
市

民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

暴
力
追
放
市
民
集
会
・
防
犯
大
会

●
日

時　
11
月
19
日
木
・
午

後
２
時
～

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

　

暴
力
追
放
福
岡
県
民
大
会

●
日

時　
11
月
27
日
金
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　
北
九
州
芸
術
劇
場

（
小
倉
北
区
室
町
一
丁
目
１
番
１
号
）

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
課

　
☎（
２
４
６
）２
０
１
７

地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
講
演
で
す
。
申
込
不
要
で
す

の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
５
日
土
・
午

後
２
時
～
午
後
４
時

●
内

容　
障
が
い
が
あ
る
人
の

就
労
に
つ
い
て
、
障
害
者
雇
用
の

現
状
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

●
参
加
料　
無
料

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
定

員　
200
人

●
問
合
先　
パ
ル
ハ
ウ
ス
ぼ
ち
ぼ
ち

　
☎（
２
４
３
）３
３
８
７

検
察
審
査
委
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の
被
害

者
や
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人

か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不

服
と
し
て
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き

に
審
査
を
始
め
ま
す
。
検
察
審
査

委
員
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
国
民

の
中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
、
審
査

の
申
立
て
が
あ
っ
た
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
の
当
否
を
審
査
し
ま
す
。

●
問
合
先　
小
倉
検
察
審
査
会

　
☎（
５
６
１
）３
４
３
１

11
月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

　
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、
電

話
や
外
出
を
制
限
す
る
な
ど
も
Ｄ

Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）で
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
悩
ん
で
い
る
人
が

い
た
ら
相
談
窓
口
を
教
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

　
☎（
２
４
５
）７
８
０
１

　

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
金
曜
日
は
午
後

８
時
30
分
ま
で
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月

13
日
～
15
日
を
除
き
ま
す
。

　
☎（
２
０
１
）２
８
２
０ 

　

あ
す
ば
る
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

５
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
き
ま
す
。

　
☎
０
９
２（
５
８
４
）１
２
６
６

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話

●
受
付
時
間　
午
後
５
時
～
午
前

零
時（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

は
午
前
９
時
～
午
前
零
時
）

※
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

　
☎
０
９
２（
６
６
３
）８
７
２
４

　
全
国
一
斉
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

●
受
付
期
間　
11
月
16
日
～
22
日
・

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土
曜
・

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

○中間市ホームページ URL…http://www.city.nakama.lg.jp/

相続税についてのお知らせ

平成27年1月から
相続税の基礎控除額などが変わりました

【基礎控除額の計算】
【改正前】
5,000万円＋ 1,000万円×法定相続人の数

【改正後】
3,000 万円＋ 600 万円×法定相続人の数
※上記のほか、①相続税の最高税率の引き上げ、②
未成年者控除及び障害者控除の税額控除額の引上
げ、③小規模宅地等の特例の適用対象となる宅地等
の限度面積の拡大などの改正が行われています。

相続税・贈与税特集

国税庁ホームページでは、相続税等の関連情報を
集約した「相続税・贈与税特集」ページを開設し
ています。
「相続税・贈与税特集」ページでは、「相続税の申
告要否判定コーナー」を公開しているほか、相続
税の仕組みを分かりやすく解説した「相続税のあ
らまし」なども掲載しています。

「相続税・贈与税特集」
【http://www.nta.go.jp/souzoku-tokusyu/】

「税務調査・徴収の仕事」動画で配信中！

税の役割と税務署の仕事 検索

税を考える週間　平成27年11月11日～17日
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２日の運行開始に先立ち、出発式がハ
ーモニーホールで行われました。松下俊
男市長をはじめ、国・県・事業者・自治
会など、関係者約70人が出席しました。
参加した住民は、「外出するのにとても
助かる。どんどん利用したい」と話しま
した。乗り合いタクシー方式で、片道
200 円で南校
区と市立病院
を結んでいま
す。ぜひ利用
してください。

市民の新しい交通手段が誕生しました
10 月１日・南校区コミュニティバス「フレンドリー号」出発式

８時 30 分の受付開始時には 200人が列をなしました。
７時から並んだという一番乗りのお客さんには、記念に
枝豆１束がプレゼントされ、いざ豆狩りがスタート。1,300
本の荒縄は瞬く間に売れ、用意した貸し出し用の鋸鎌が
足りなくなるほどの盛況ぶりでした。あの手この手を駆
使して抱えるほどの枝豆を持ち帰るベテランから、農家
の方から手ほどきを受けながら慎重に縄を結ぶ初心者ま
で、多くの人が楽しみました。

枝豆いっぱい採ったよ
10 月 10 日・枝豆狩り

南小学校で４月に寄贈された人権の種。３年生が一生懸
命育て、夏の間に花を咲かせたひまわりが、また種をつ
けました。「人権とは人への思いやりの気持ち」という清田
校長の言葉のように、児童たちはひまわりへの思いやりを
通して、その心に人権への理解を育んだようです。今回は、
ひまわりの種をひもに結び付け、全員で風船飛ばしをし
ました。顔も知らない誰かのところに、風船とひまわりの
種と思いやりの心が届くといいな。

風船を見つけたらひまわりを育ててね
10 月 14 日・人権の花運動　感謝状授与式

広報なかま 11 月 10 日号

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします

12
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まちのわだい

中間高校の１年生 240人に若松税務署と市職員が租税教
室を開きました。税の専門職員が高校生に授業を行うの
は初めての試みです。この日は、「税金は社会に生きるた
めの会費です」という職員の言葉に耳を傾けながら、税
の仕組み、種類、その使われ方などを学びました。また、
来年６月から選挙の投票権が18歳以上に引き下げられる
ことから、選挙についての説明を受け、模擬投票に挑戦
する生徒もいました。

税金って何だろう
10 月 14 日・租税教室

13 Nakama City Public Relations

　萩城下町は、幕末に日本が産業化を目指した当時の地域社会
における政治・行政・経済を表す資産で、次の３地区があります。
１．萩城跡（萩城跡の中堀の内側）…西南雄藩の１つである萩藩
の政治・行政の中心であり、産業化や西洋技術の導入について
の藩の政策形成の場でした。萩城は萩藩を治めた毛利氏の居城
であり、13代藩主敬

たかちか

親は、萩反射炉や恵美須ヶ鼻造船所を建設
決定するなど、近代産業化のきっかけを作りました。天守閣は解
体されましたが、現在まで石垣と内堀は良好な状態で残っており、
産業化開始時点での政治的拠点の姿を今に伝える遺跡です。
２．旧上級武家地（堀内伝建地区および萩城外堀）…萩藩の政治・
行政の中心地で、産業化などについての政策形成の場でした。
３．旧町人地（萩城城下町の大部分）…城下町やその周辺で営
まれていた商業活動や小規模工業を基盤とした当時の伝統的経
済の姿を示しています。
　当時の城下町に高度な匠の技があったからこそ、日本の産業
化が急速に進んだと考えられており、旧上級武家地や旧町人地
には江戸時代の町割り、上級武家や幕末・維新の志士などの屋
敷・石垣などが良好な状態で残っています。
　このように萩城下町は、産業化に取り組んだ地域社会を最もよ
く示している遺跡であるとの価値が専門家から評価されています。

萩城下町
●�場 所　山口県萩市大字堀内
●問 合 先　萩市役所文化財保護課　☎０８３８（２５）３２９９
●アクセス
○ＪＲ東萩駅から車で約５分
○�萩循環まぁーるバス【西回りコース（晋作くん）】萩城跡・指月公園
入口や萩博物館前を下車

世界遺産でなか
まになろう

市内の小学４年生全員が西小学校に集まって50ｍ走のタ
イムトライアルを行いました。昨年始まったこのイベントは、
体力や運動能力の低下が指摘されている小学生がスポー
ツの楽しさを味わいながら、普段は出来ない学校間の交
流を行おうというものです。自分のベストタイムを目指して
力いっぱい走りきり、その後行われた学校対抗リレーでは、
それぞれの学校を代表して出場する選手の名前を大声で
叫んで全員で応援しました。

ベストラントライアル in なかま
10 月 15 日・ベストラントライアル�in�なかま
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「
人
生
50
年
か
ら
100
年
へ
」

寿
命
倍
増
時
代
の
生
き
方

　
寝
た
き
り
を
防
ぐ
方
法
や
高
齢
者
の
居

場
所
と
出
番
、
つ
い
の
住
み
か
に
つ
い
て

な
ど
の
健
康
講
座
を
行
い
ま
す
。
入
場
無

料
で
す
の
で
ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
１
日
火
・
午
前
10

時
～
11
時
30
分

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
☎（
２
４
５
）８
４
３
２

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
講
演
会

～
回
復
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　

通
谷
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
森
山

成　

先
生
に
よ
る
講
演
と
経
験
者
と
そ

の
家
族
に
よ
る
体
験
発
表
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
、
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
12
月
23
日　
・
午
後
零

時
30
分
～
４
時
15
分（
受
付
は
午
前
11

時
30
分
～
）

●
場

所　
ウ
ェ
ル
と
ば
た（
戸
畑
区

汐
井
町
１
‐
６
）

●
問
合
先　
Ｇ
Ａ
八
幡
西
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
０（
６
４
３
７
）０
１
８
５

第
３
回
ゆ
う
ぐ
れ
コ
ン
サ
ー
ト

　

希
望
が
丘
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会
で
す
。
老
若
男
女
楽
し
め
る
曲
を

準
備
し
て
、
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
来
場
の
際
は
、
公

共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
27
日
金
・
午
後
５

時
～
５
時
40
分

●
入
場
料　
無
料

●
場
所
・
問
合
先　
希
望
が
丘
高
校

　
☎（
２
４
５
）０
４
８
１

終
活
講
座
～
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
あ
る
た
め
に
～

　
終
活
と
は
、
葬
儀
や
相
続
な
ど
の
こ
と

だ
け
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
生

を
振
り
返
り
、
残
さ
れ
た
人
生
を
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
く
か
と
い
う
思
い
を
形
に

す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
講
座
を
通
じ
て

「
自
分
な
り
の
終
活
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
26
日
木
・
午
後
１

時
～
３
時

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
定

員　
40
人
・
先
着
順

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
11
月
24
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
な
か
ま
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
４
）１
３
１
０

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

元気すぎるももちゃん。幼稚園
デビュー楽しみだね。

H24.12.26 生
（土手ノ内）

松
まつもと

本 萌
も も か

百花ちゃん

笑顔も寝顔も泣き顔も、すべてが愛
しくてたまりません。これからもた
くさんの人に愛と笑いを届けてね。

H26.10. １生
（垣生）

川
かわばた

畑　飛
ひ な り

成ちゃん

14広報なかま 11 月 10 日号

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

このページは、みなさんで作るコーナーだ
ぬん。イラストやエッセイ、お知らせなど待
ってるぬん。「すこやかちゃん」「文芸歳時記」
も応募してほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501�中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

祝
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●
焦
げ
た
ト
ー
ス
ト
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
と
、
嫌
な
に
お
い
が
と
れ
る
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

さ
は
や
か
な
光
と
影
の
山
路
か
な

　
　
　

通
谷
一
丁
目	

元　

満　

敏　

悌

長
男
と
辿
る
家
系
図
秋
彼
岸

　
　
　

中
央
三
丁
目	

末　

次　
　
　

哲

悠
々
と
群
れ
を
な
す
鯉
秋
日
和

　
　
　

太
賀
四
丁
目	

林　

千　

恵　

子

華
や
ぎ
の
舞
ひ
に
愁
ひ
も
酔
芙
蓉

　
　
　

太
賀
一
丁
目	

高　

橋　

佳
與
詩

柴
漬
を
添
へ
て
爽
や
か
朝
の
膳

　
　
　

扇
ケ
浦
二
丁
目	

此　

元　

多
津
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 

句

慰
霊
碑
に
平
和
を
誓
う
終
戦
日

　
　
　

中
間
三
丁
目	

柴　

田　

弘　

美

働
い
た
そ
れ
で
も
減
ら
ぬ
負
の
遺
産

　
　
　

大
辻
町	
歌
野
原　

勝　

信

見
え
に
く
い
裏
と
表
の
五
輪
で
す

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

三
ヶ
島　

浩　

之

気
楽
な
子
遅
い
出
勤
で
も
人
気

　
　
　

中
鶴
一
丁
目	

平　

野　

し
ず
子

生
き
て
い
る
証
寝
て
て
も
腹
は
減
る

　
　
　

朝
霧
二
丁
目	

松　

下　

未
代
子

吉
富 

廣 

選

川 
柳

蛙
道
を
そ
い
て
色
ど
る
彼
岸
花
霧
雨
の
な
か
赤
鮮
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
三
丁
目	

日　

野　

康　

子

若
き
日
の
契
り
も
虚
し
現
つ
な
く
君
が
脳
裏
に
吾あ

の
在
り
無
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
瀬
四
丁
目	

吉　

岡　

比
呂
己

朝
ま
だ
き
庭
に
涼
し
き
虫
の
声
猛
暑
納
ま
り
よ
う
や
く
秋
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
賀
一
丁
目	

石　

田　

順　

子

若
き
日
の
二
人
で
あ
る
く
星
あ
か
り
夢
も
望
み
も
ふ
く
ら
ま
せ
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
手
ノ
内
一
丁
目	

岡　

本　

マ
キ
子

近
代
化
支
え
し
中
間
の
ポ
ン
プ
室
先
人
の
想
ひ
世
界
遺
産
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
谷
一
丁
目	

大　

内　

紘　

子

下
野 

惠
助
選

短 

歌

文芸歳時記 山
田
正
俊
油
彩
画
展

　
「
こ
こ
ろ
の
旅
路
」
と
題
し
て
、
油
彩
画

や
デ
ッ
サ
ン
な
ど
約
80
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
期

間　
11
月
23
日
月
～
29
日
日

●
時

間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
23
日
は
午
後
１
時
か
ら
、29
日
は
５
時
ま
で
。

●
場

所　
黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
八
幡
西
区
黒
崎
三
丁
目
15
‐
３
）

●
問
合
先　
山
田
宅

　
☎（
２
４
４
）３
５
８
７

社
会
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
で
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
を
行
い
、
12
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
。

●
日

時　
12
月
15
日
火
、
18
日
金
、

22
日
火
・
午
後
２
時
～
４
時

●
受
講
料　
１
、０
０
０
円

●
申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
を
記
載
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
11
月
30
日
月

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
筑
豊
高
校

（
〒
822
‐
０
０
０
２　
直
方
市
大
字
頓

野
４
０
１
９
‐
２
）

　
☎
０
９
４
９（
２
６
）０
３
２
４

福
岡
県
も
の
づ
く
り
技
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

個
数
限
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
置
時
計
の

作
成
や
、
訓
練
生
の
作
品
展
示
な
ど
を

行
い
ま
す
。
エ
コ
ト
ン
、
わ
か
っ
ぱ
も
来

場
し
ま
す
。ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
28
日
土
・
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
場
所
・
問
合
先　
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校（
若
松
区
蜑
住
１
７
２
８
‐
１
）

　
☎（
７
４
１
）５
４
３
１

英
彦
山
森
林
環
境
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

　

森
林
整
備
体
験
や
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
な
ど
を
通
し
て
、
森
林
環
境
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
環
境
保
全

の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
図
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
11
月
29
日
日
・
午
前
10
時

20
分
～
午
後
３
時
45
分（
受
付
は
10
時
～
）

●
対

象　
高
校
生
以
上

●
問
合
先　
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

　

☎
０
９
４
７（
８
５
）０
１
０
１
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▶最近犬を飼い始め、朝晩の散歩が日課になりました。運動不足が気に
なっていたので、ジョギングしながらと思いつつもまずはウォーキングから
…（笑）。散歩ですれ違う人たちとのあいさつや犬談義を楽しんでいます。（講）
▶秋はイベントが盛りだくさんということで、毎週末は慌ただしく取材をし
ています。10月に続き11月も楽しいイベントがたくさんあるので、みなさ
んも参加して、広報担当を見かけたときにはぜひ声をかけてください。（翔）

編集後記

今年も南小の体育館では、「南小三世代ふれあいカルタ
大会＆紙ひこうき飛ばし大会」が開催されました。これ
は20年以上も続く地域に根付いたイベントです。毎年約
300人が参加し、世代を超えた交流をしています。真剣
な眼差しと笑顔があふれるすてきな大会でした。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ17 〜 40㎜　1/160秒　F4.0　ISO400
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■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
27

年
11

月
10

日
号

No.998

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

25円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

　

明
治
時
代
の
中
間
市
は
、
炭
鉱
経

営
が
盛
ん
に
な
り
、
街
も
活
気
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

多
く
の
炭
鉱
は
利
益
優
先
で
労
働
環

境
や
安
全
対
策
は
劣
悪
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
地
の

炭
鉱
で
、
ガ
ス
突
出
事
故
、
ガ
ス
爆

発
事
故
、
粉
塵
爆
発
事
故
、
坑
内
火

災
事
故
、
水
没
事
故
な
ど
痛
ま
し
い

大
規
模
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

中
間
市
域
の
炭
鉱
で
も
、
炭
鉱
事

故
の
記
録
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
最
も
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
た
事
故
が
、
明
治
34
年
７
月

15
日
岩
崎
炭
鉱
水
害
事
故
で
す
。
当

時
の
「
福
岡
日
日
新
聞
」
や
「
門
司

新
報
」
に
よ
る
と
、
黒
川
が
氾
濫
し
、

そ
の
濁
流
が
岩
崎
炭
鉱
の
風
洞
口
に

押
し
寄
せ
、
一
気
に
坑
内
に
水
が
入
っ

た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
就
業
中
の

坑
夫
は
総
退
出
を
命
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
西
の
坑
口
よ
り
退
出
中
だ
っ

た
69
人
が
正
面
か
ら
濁
流
を
受
け
る

形
と
な
っ
て
し
ま
い
、
坑
内
に
取
り
残

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
直
ち
に
救
助
活

動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
坑

内
は
満
水
で
排
水
困
難
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
排
水
と
坑

内
復
旧
が
進
め
ら
れ
、
全
遺
体
の
収

容
を
終
え
た
の
は
11
月
22
日
で
し
た
。

　

岩
崎
炭
鉱
は
、
事
故
の
犠
牲
者
を

弔
う
た
め
に
殉
難
碑
を
建
て
、
弔
魂

祭
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
殉
難
碑
は

旧
香
月
線
岩
崎
駅
裏
の
小
丘
陵
上
に

現
在
も
佇
ん
で
い
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

岩崎炭鉱水害事故殉難碑

其
の
四
十
四

「
中
間
市
で
起
き
た
炭
鉱
事
故
」

～
岩
崎
炭
鉱
水
害
事
故
～


